
さまざまな困りのある生徒たちが実社会の創造・生産活動を経験的に学び、さまざまな人と出会い・関わりながら、他者を、自分を笑顔にする総合的な探究の時間※1

※1ビジテックⅠは総合的な探究の時間につながる学校設定科目B u s i n e s s  &  Te c h n o l o g y
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テーマ設定・個別の探究準備

□ 教職員研修
□■ 生徒委員（仮）キックオフミーティング

□ ビジテックⅢテーマ選定
□ 連携機関調整

□ 教職員
■ 生徒

■ ビジテックⅡ成果交流会
　 ビジテックⅢ共通テーマ発表

■ 小テーマの個別探究
□ 教員配置・探究方針検討

■ ビジテックⅡふり返り
　 ビジテックⅢ小テーマ形成

プレゼミでの探究・別ゼミの探索 所属ゼミの決定・ゼミでの探究

ビジテックⅡ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月12月 1月

ビジテックⅢ

■ 個別探究の交流
　 プレゼミ形成

■ プレゼミアクションプラン作成
□ プレゼミ巡回
　 連携先のマッチング分析

□■ アクションプラン審査会
■ 別ゼミ散策
□ 所属ゼミマッチングワーク
□ 所属ゼミグルーピング

□■ 所属ゼミ決定 ■ ゼミの成果表出
　（成果物の完成・イベント実施など）

■ 
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実施

ふり返り
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実験フィールドワーク
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ゼミでの探究活動

京都市総合企画局が市民参加推進のスローガンとしている

「みんなでつくる京都」
を共有・展開し、

「まちの誰かを笑顔にするプロジェクト」
を学校から飛び出してアクション！

ビジテックⅢのテーマと授業展開

▼ ビジテックⅢの授業展開

▼ ビジテックⅢのテーマ
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「京都市総合企画局」・「京都信用金庫」・「龍谷大学」との併走による〈産官学高〉連携の授業デザイン

「市民参加」の推進を行う同局総合政策室の理念や
テーマ、人的ネットワークを共有する。

京都市総合企画局の所管する市民参加推進フォーラム
では、高校の授業において京都市における社会課題を題
材に、より「自分ごと」として解決方法を主体的に考える
こと等を通じて、市民参加の裾野拡大を図ることを目指
している。また、その過程で社会課題解決により組む団
体や関係機関の紹介といった外部コーディネート機能
を京都市が担い、「子どもががんばっていることを大人が
応援する」ことを実現する。

授業の併走・監修、教員研修や生徒委員との運営等も含
めて継続的・直接的に授業活動に関わる講師を、同
フォーラム委員でもある篠原幸子氏に依頼。

✓外部コーディネーターとしての授業の併走
企画書評価や月例会を設け、それぞ
れの専門制や第三者的立場から実
現可能性に対する助言や助力。

✓ファシリテーター

授業計画段階の連携の想定イメージ

産官学によるアクション
プランの評価、その後の
事業成長を併走。

生徒の企画立案の実行
可能性を高めるための相
談や協力者の紹介。

✓企画チェック ✓協力者紹介
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企画立案×チェック 制作×資材・環境提供

提言×連携先提供 イベント×成果の市民還元

制作するものの材料や規模に合わせ
てその資材や制作環境の提供、実技
指導などを行ってくれる先との調整。

各種提言をまとめる際に助言や指導
を行ってくれる専門家の紹介や提言
を発表する場の設定。

単なる開催場所の提供ではなく共
催としてを事業を育て、その成果を
広く一般市民に還元する。

〈官＝行政〉京都市総合企画局

企業、とりわけ金融機関の強み、また同庫が有する
「QUESTION」を社会実証の場として協賛を得る。

〈産＝企業〉京都信用金庫

教職履修学生等有志団体による成果発表会を生徒と
協働して具現化を通じた探究指導の興味関心の醸成。

〈学＝大学〉龍谷大学
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京都市総合企画局が市民参加推進のスローガンとしている

「みんなでつくる京都」
を共有・展開し、

「まちの誰かを笑顔にするプロジェクト」
を学校から飛び出してアクション！

京都市立京都奏和高校

まちの「誰か」を笑顔にする

実施主体

プロジェクトのゴール

京都市

龍谷大学

総合企画局総合政策室SDGs・市民協働推進担当

高大連携体制締結校

京都信用金庫
QUESTION

産学官連携
による
探究活動

事業への
「融資」

テーマの共有
人的ソースの提供

会場提供「利子」の
支払い

産官学のそれぞれの強みを最大化し、
困りのある子どもたちが自信と誇りをもって
「社会の創り手※3」となる応援をする

連携の意義とゴール

金融機関ならではの連携システム

探究活動指導の育成も視野に入れた有償インターン※2

※2７月24日・26日に龍谷大学で説明会を実施の上、９月５日に初回ミーティングを実施します。　※3本校は教育目標の先に、「自立するための基礎を身に付け、社会の創り手として主体的に行動し、豊かな社会生活を送ることができる」生徒の育成を目指しています。

融資とは、お金を必要とする人
に貸し、資金を融通すること。
また金融機関は融資したお金
を返してもらい、その利子を払
ってもらう権利がある。

〈公共性の原則〉
社会の発展に役立つか
〈安全性の原則〉
融資したお金が返ってくるか
〈収益性の原則〉
安全性を加味した利子の設定
〈法令遵守の原則〉
法律に従った経営や事業であるか

高校時代の経験はあれど指導者と
しての経験をつむことは難しい。

学習者としても探究経験がなく
指導に前向きに向き合えない。

融資とは、笑顔を創ろうとする人に
企画の支援を融通すること。また京
都信用金庫は支援に見合う「市民
の笑顔」を受け取る権利がある。

〈公共性の原則〉
社会の発展に役立つか
〈安全性の原則〉
支援に見合う笑顔が返ってくるか
〈成長性の原則〉
安全性を加味した笑顔が期待でき
るか
〈法令遵守の原則〉
法律に従った経営や事業であるか

金融機関が行う「融資」による企業の資金提供と回収のための
関わり方を「笑顔」に変換し、教育連携へのマッチを図る。

「総合的な探究の時間」の学校が抱える課題を「次世代育成」の視点からアプローチする。

〈融資の原則〉 〈京都信用金庫と京都奏和の融資の原則〉

大学の課題 ▶ ◀ 高校（教員）の課題本校・京都市・京都信用金庫
とのプロジェクトに参画

（QUESTIONで開催される成果発表会の企画・運営）


